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研究成果の概要（和文）： 

本研究の目的は、維持期にある外来血液透析患者の食事管理に対する態度を測定できる尺度
の開発および信頼性と妥当性を検証することである。 
血液透析患者の食事管理における態度を明らかとするためにエスノグラフィーを実施し、カ

テゴリの関係性を検討した結果、８つのテーマが明らかとなった。 
現在、質的研究を基に、血液透析患者の食事管理行動に対する態度尺度を開発している。尺

度は、全部で３９の質問項目がある。 
研究成果の概要（英文）：The aim of this study is to develop a scale to measure hemodialysis 
patients’ attitude toward their dietary management, and to investigate the 
reliability-validity of such scale. In order to clarify the attitudes of hemodialysis patients on 
the dietary managements, vital data was collected through ethnographical research. By 
categorizing the results, we found eight themes to be clarified. Based on this ethnography, 
we developed the attitude scale for the dietary management actions of hemodialysis 
patients.  A questionnaire developed to measure by this attitude scale consists of 39 
questions. 
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１．研究開始当初の背景 

＜透析室における看護者の患者教育の現状

＞ 

 透析患者は年々増加傾向で、2007 年末で

282,622 人と昨年比で 47,503 人増加してお

り、人口百万人あたりの患者数は 2,213 人で

ある。また、糖尿病腎症の透析患者が全体の

43.2%と約半数近くに達しており、慢性腎不

全の管理に加えて、糖尿病の管理を必要とす
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る患者も増加している。透析室において、看

護者は腎不全と糖尿病の双方に対する教育

も必要となり、看護者の患者教育は以前に増

し困難さを呈している。また、透析施設は全

国で 4072 施設があるが、全ての施設で管理

栄養士や薬剤師が常駐しておらず、多くの施

設で看護者がシャントや日常生活における

指導に加え、食事や薬物に対する教育を行っ

ているのが現状である。もちろん、管理栄養

士や薬剤師など他職種も専門性を駆使し患

者教育を行っているが、それを総括して把握

する立場にあるのが看護者ではないかと考

える。そのことから、透析室での看護者の患

者教育に対する役割は多岐に渡り、さらに患

者の日常生活に即した質の高い患者教育能

力が求められるのが実状である。 
＜食事管理と態度について＞ 
 血液透析患者にとって、食事は治療とも直

結する行為であり、健常者が行う食事とは大

きな違いがある。また、不適切な食事や水分

管理は心不全や高カリウム血症など生死に

も直結し、透析患者の死因の 1 位は心不全で

ある。 
食事は生まれてから継続して行われてい

る行動であり、マズローの生理的欲求の根源

をなすことから、食事を治療食中心とした行

動に変えるための患者教育は容易でない。健

康教育の領域では、個人の行動変容のため、

必要な知識の習得と理解、並びに望ましい態

度の形成が必要とされると言われている。健

康日本 21 の栄養・食生活に対する取り組み

でも、行動変容のために態度レベルの目標が

設定されている。しかし、透析室の看護者は

必要な知識の習得や理解のために患者教育

を行っているが、態度の形成を意識した患者

教育を行っているとは言いがたい。また、透

析患者の食事管理に対する態度の報告は

我々が調べた範囲では見当たらなかった。そ

こで、行動変容支援に際し、態度形成に向け

た介入は重要であることから、血液透析患者

の食事管理に対する態度を明らかにするこ

とやその態度を測定できる尺度の開発は重

要であると考えた。 
＜食事管理に対する態度に関する国内外の

研究と知見＞ 
態度とは、「人や事物、社会問題に対して

もつ、一般的で持続的な、肯定的または否定

的な感情」であり、感情、認知、行動の 3 成

分をもつ。また、態度と行動の関係では、

Kraus が行ったメタ分析により態度と行動

の相関関係は平均値が+0.38 であり、態度か

ら将来の行動をある程度予測できたと報告

している。すなわち、態度は持続的な感情で

あることから、態度形成に向けた介入を行う

ことで行動が持続すると考える。 
国内の食事管理に対する態度の研究は、摂食
態度調査(Eating Attitude Test:EAT-20)と
いう神経性食欲不振症患者の臨床症状をも
とに作成された尺度があったが、質問項目に
「食べた後に吐く」があることから、本研究
が目指す食事管理に対する態度とは相違が
ある。また、国外において血液透析患者の食
事・水分制限のアドヒアランスに対する態度
を測定する尺度が開発されていた。しかし、
これは海外で開発された尺度であり、食事に
対する態度は文化の影響が強いことから日
本人の特性を如実に表すことは難しい。その
ことから、国内外において血液透析患者の食
事に対する態度を明らかにしている研究や
効果について検証されていないのが現状で
ある。 
 
２．研究の目的 
血液透析患者の食事管理に対する態度を

質的研究にて明らかにし、その質的研究の知
見を基に、維持期にある外来血液透析患者の
食事管理に対する態度を測定できる尺度の
開発および信頼性と妥当性を検証すること
である。 
 

３．研究の方法 
＜質的研究＞ 

＊研究デザイン：エスノグラフィー 
＊対象：外来通院中で慢性維持血液透析を受

けており（維持期：透析導入半年以上経過）、

今までに食事に関する指導を受けた経験が

ある患者 10 名 
＊対象施設：平成日高クリニック(群馬県高崎
市)、公立南丹病院(京都府南丹市)、永仁会病
院(宮城県大崎市) 
＜量的研究＞ 

1． 質的研究から得られた知見を参考に、尺

度開発に向けたカテゴリと質問項目の検

討。 
2． 血液透析患者の食事管理に対する態度尺

度の開発および信頼性・妥当性の検証。 
＊対象：外来通院中で慢性維持血液透析を受

けており（維持期：透析導入半年以上経過）、

今までに食事に関する指導を受けた経験が

ある患者約 1000 名 
＊研究方法： 
  ①質問項目の抽出：質的研究から明らかとな

った構成要素を元に、血液透析患者の食事管

理に対する態度尺度の開発に至る質問項目を

抽出し、質問紙を作成する。尺度の項目に対す

る評価は６段階のリッカートスケールを用いる。 

②内容妥当性の検証：透析看護に精通する看

護研究者、看護師、栄養士間でディスカッション



を行い、抽出した質問項目の内容妥当性を検

証する。また、Inter-rater reliability と content 

validity index も使って内容妥当性を検証する。 

  ③予備調査：内容妥当性の検証から抽出さ

れた initial item について、６段階で回答を求め

る(強くそうである、そうである、ややそうである、

どちらでもない、ほとんどそうではない、ぜんぜ

んそうではない：1～６点に得点化する) 調査用

紙を作成して、約 100 名の患者に回答してもらう。

質問項目は、答えにくさや表現のわかりにくさに

ついて意見を求め、質問項目の削除と表現の修

正を行う。また、天井効果や床効果の項目も検

討し、質問項目の内容を再検討した後に、原案

を作成する。 

  ④本調査：研究者および研究補助者が、外

来通院中である慢性維持血液透析を受けて

おり（透析導入半年以上経過）、今までに食

事に関する指導を受けた経験がある患者に、

内容妥当性の検証、予備調査の結果後に抽出

された質問項目と同時に、基準関連妥当性の検

証のための尺度(POMS 短縮版、批判的思考

態度尺度)を調査用紙として配布し、データ収集

を行う。対象者数は、サンプルサイズの測定に

従い決定する。 

  ⑤構成概念妥当性と基準関連妥当性の検

証：基準関連妥当性のために調査用紙回収後、

患者の基本属性（透析歴、透析に至った原疾患、

合併症の有無・内容など）ならびに、臨床的デ

ータ（リン、カルシウム、カリウム、血清アル

ブミン、総タンパク、ヘマトクリット、ヘモ

グロビン、PCR、体重増加率（中 2 日間）の

1 ヶ月平均値、ドライウェイトなど）について、

患者、施設長の同意を得てカルテより情報収集

する。構成概念妥当性の検証は、探索的因子

分析および確証的因子分析を行う。探索的およ

び確証的因子分析は、ＡＭＯＳ１６を使用する。

さらに、モデルの適合度は、χ2検定、CMIN/DF、

RMSEA、CFI、NFI、NNFI、IFI を使用する。また、

基準関連妥当性の検討のために、態度尺度と

検査データ、POMS 短縮版、批判的思考態度

尺度との相関分析を行い、ＳＰＳＳ16.0 を使用す

る。 

  ⑥信頼性の検証：信頼性の検証のために、

test-retest 法と、クロンバックα係数の算出、

item analysis を行う。これらの分析には、ＳＰＳＳ

16.0 を使用する。対象者数は約 100 名である。 

3．研究期間 
群馬大学医学系研究科長承認年月日から

平成 27 年 3 月 31 日とする。 
＊対象施設(予定)：平成日高クリニック・日
高リハビリテーション病院(群馬県高崎市)、
桃仁会病院(京都府京都市)、近江八幡市立総
合医療センター(滋賀県近江八幡市) 

 

４．研究成果 

＜質的研究＞ 

質的研究は、研究方法は、エスノグラフィ

ーを使い、９名の透析患者および家族の自宅

にてデータを収集して、さらに、半構成的面

接も行って、参与観察および面接データを分

析記録とした。その分析記録から、態度の用

語の定義に基づき、コードを抽出した。その

後、コード間の関係性の考察からカテゴリを

抽出し、さらにコアカテゴリを抽出した。最

終的なコアカテゴリは８つのカテゴリであ

り、態度の３成分である「感情」「認知」「行

動傾向」に加え、「文化」が関係すると考え

られるコアカテゴリも抽出された。また、そ

れらのコアカテゴリの関係性から、図解化を

行った(図 1 )。これらのことから、明らかに

なったことは、行動傾向として患者は生を受

けてから、現在に至るまで【透析導入前の習

慣を元にした食事をしている】。しかし、透

析が導入されたことで、【透析導入前の習慣

を元にした食事をしている】に加えて、【透

析導入以来、体調や合併症を意識しながら食

事をしている】。患者は日々食事管理行動に

おける様々な経験や実践を行っていく。透析

導入当初の厳密な管理は人によっては苦痛

であり、元々の食行動に戻る対象もいた。だ

が、最終的に、本研究対象は元々の食行動に、

食事管理を意識した食行動を融合させてい

った。そして、participants は最終的に現在

の検査データが良好につながる無理のない、

現在の食行動を形成させた。現在の食行動と

は、【食事管理を意識せず、長年蓄積された

経験に基づいて、調整した食事をしている】

ことである。すわなち、経験によって習得し

た食事管理に対する勘を活かして目分量で

管理できるようになった。目分量での管理は、

検査データや体重測定の値で大丈夫である

か確認することで、その管理に自信がつき、

安心へと繋がっていた。 
感情と認知は、【快の感情を大切にし、透

析を前向きに考えている】と【透析には辛い

感覚が伴うことを感じている】の 2 つのコア

カテゴリがあった。透析を続けていくうえで

やはりつらさは伴う。そのつらさは自己管理

を行わないと増すことから、自己管理を行う

という必然性につながる。しかし、つらさば

かりが続くと疲弊し、良好な自己管理につな

がるための食習慣を継続することは難しい。

そこで、そのつらさと拮抗して、快の感情を

大切にした前向きな考えがあることで、つら

さとのバランスを保つことができている。こ

れらは検査データが良好となる、無理のない、



食事管理を常に意識しない食行動への原動

力になっていた。 
これらの行動や感情、認知のベースとなって
いるのが、【日本の旬を味わう食事をしてい
る】と【家族が寄り添い、思いやりを持って
支えあっている】、【健康に良いと思った情報
を信じている】である。対象や家族は食事を
行う上で、季節の野菜を使った料理を大切に
していることからも、旬が影響していた。ま
た、医療者や非医療者、メディアからの助言
や情報は、食行動に影響していた。対象は医
療者の情報を厳守したり、メディアが流した
情報を食事に取り入れていた。また、日々食
事や生活をともにする家族の協力や支えは
食行動に影響していた。このように、【日本
の旬を味わう食事をしている】と【家族が寄
り添い、思いやりを持って支えあっている】、
【健康に良いと思った情報を信じている】は
態度の 3 成分である感情や認知、行動傾向に
影響していた。このことから、この 3 つは流
れではなく、態度の 3成分のベースになって、
感情や認知、行動傾向に影響していた。 
これらの結果については、研究論文としてま
とめ、Journal of renal care に掲載予定で
ある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

＜量的研究＞ 

質的研究で得られた結果を基に尺度項目

の検討し、現在データ収集を開始している。

尺度は、4 つの下位尺度(感情・認知・行動傾

向・文化)から構成された合計 39 項目となっ

ている。さらに、妥当性の検証のために、

POMS および批判的思考態度尺度、検査デー

タも同時にデータ収集を行っている。調査対

象者は、プレテスト、本調査、再テスト法、

３つの手法で合わせて、おおよそ 1000 名を

予定している。すでに本学およびデータ収集

機関での倫理審査も通っている。データ収集

機関は、群馬県、滋賀県、京都府の 4 透析施

設である。近日中に尺度の最終的な信頼性お

よび妥当性を検証し、最終的な「外来血液透

析患者の食事管理に対する態度尺度」を開発

予定である。尺度の開発後は、速やかに国外

の学会誌に投稿する。また、投稿後はこの尺

度を基に、食事管理行動に対する患者教育を

進めるための、アセスメントツールの開発を

進めていく予定である。 
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